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発注者・設計者や施工者（元請）は、この認定制度を活用することにより、信頼性の高い圧
接会社を選定でき、記録による圧接施工のトレーサビリティーが確保できます。

圧接継手施工計画

鉄筋の切断
（端面加工）※

自主検査
（外観検査）

自主管理
（外観検査・
超音波探傷検査）

※ガス圧接技量資格者が確認

受入検査
（外観検査・
超音波探傷検査）

鉄筋冷間直角切断機による切断

■圧接施工体制
①鉄筋継手管理技士又は圧接継手管理技士が１名以上在籍している。
②手動ガス圧接技量４種資格者が２名以上在籍している。
・自動ガス圧接の施工を行う場合：自動ガス圧接技量４種資格者が１名以上在籍している。
・熱間押抜ガス圧接の施工を行う場合：熱間押抜ガス圧接技量３種以上の資格者が１名以上在
籍し、かつ熱間押抜検査技術者が１名以上在籍している。

・高分子天然ガス圧接の施工を行う場合：高分子天然ガス圧接技量資格者４種が１名以上常勤
していること。

・水素エチレン混合ガス圧接の施工を行う場合：水素エチレン混合ガス圧接技量資格者４種が
１名以上常勤していること。

③鉄筋継手部検査技術者が１名以上在籍している。
④鉄筋冷間直角切断機や超音波探傷器を保有している。
■品質管理体制
①品質管理システム及び品質マニュアルが整備されている。
②圧接施工要領書が整備されている。
③自社で施工したガス圧接継手工事が圧接工事台帳等に記録、整理され、保管されている。
④圧接作業標準書が整備されている。
⑤圧接用機器・検査用機器の整備、保守が行われている。
⑥自主検査・自主管理システムが整備されている。
⑦不具合が発生した場合の処置方法が明確に定められている。
⑧従業員の教育訓練規定があり、適切な教育訓練が行われている。
⑨外注管理システムが整備されている。
■品質管理能力
品質方針、品質目標が定められている。

事務所審査 :①経営者又は品質管理責任者へのヒアリング
 ②審査項目に基づく書類及び記録の確認
現 場 審 査 :①施工現場における圧接施工状況の確認
 ②ガス圧接技量資格者へのヒアリング


